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生誕二四〇年 北斎展
7月28日(土)～8月19日(日)会期中無休



葛
飾
北
斎
（
一
七
六
〇
〜
一
八
四
九
）
は
、
江
戸
後
期
に
活

躍
し
た
浮
世
絵
師
で
、
存
命
時
代
か
ら
西
欧
に
紹
介
さ
れ
、
印

象
派
の
画
家
な
ど
、
多
く
の
芸
術
家
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

画
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で

開
催
さ
れ
た
世
界
平
和
協
議
会
で
、
世
界
文
化
巨
匠
と
し
て
顕

彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
『
ラ
イ
フ
』
誌
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
、
こ
の
千
年
間
に
偉
大
な
業
績
を
あ
げ

た
百
人
の
中
に
、
我
が
国
で
唯
一
ラ
ン
ク
・
イ
ン
し
た
人
物
と

い
う
こ
と
で
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
の
も
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

本
展
は
、
九
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
北
斎
の
画
業
を
、
約
二
百

点
の
作
品
に
よ
っ
て
、
概
観
で
き
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

肉
筆
画
・
画
稿
で
は
、
最
近
再
発
見
さ
れ
た
青
年
期
の
作
品

か
ら
最
晩
年
の
傑
作
「
赤
壁
の
曹
操
図
」（
図
①
）
ま
で
、
各

年
代
の
特
徴
を
顕
著
に
示
す
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

錦
絵
で
は
「
冨
嶽
三
十
六
景
」（
図
②
）「
諸
国
名
橋
奇
覧
」

花
鳥
画
と
い
っ
た
代
表
作
を
は
じ
め
、
二
十
歳
の
デ
ビ
ュ
ー
作

「
岩
井
半
四
郎
の
か
し
く
」
か
ら
最
後
の
錦
絵
ま
で
、
百
花
繚

乱
の
作
品
群
を
紹
介
し
ま
す
。

摺
物
・
絵
暦
で
は
、
百
年
ぶ
り
に
再
発
見
さ
れ
た
「
冷
水
売

り
」（
図
③
）
が
、
現
在
も
っ
と
も
年
代
の
早
い
摺
物
と
し
て

注
目
さ
れ
ま
す
。

絵
本
や
読
本
な
ど
の
版
本
に
は
、「
北
斎
漫
画
」
の
ほ
か
、

本
展
に
出
品
さ
れ
る
以
外
に
、
国
内
に
遺
存
し
て
い
な
い
珍
し

い
作
品
や
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
絵
手
本
「
北
斎
写
真
画
譜
」
な
ど
、
逸
品
が
含
ま
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
北
斎
の
作
品
を
見
て
い
く
と
、
そ
の
内
容
は
、
役

者
絵
、
美
人
画
、
風
景
画
、
花
鳥
画
、
読
本
挿
絵
、
絵
本
な
ど

実
に
多
彩
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
特
の
魅
力
を
呈
し
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
、
そ
の
偉
業
を
た
ど
る
本

展
は
、
あ
ら
た
め
て
現
代
の
我
々
を
魅
了
し
、
驚
き
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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企画展示室（第7～9展示室）

生誕二四〇年 北斎展
7月28日（土）～8月19日（日）会期中無休
主催／北陸中日新聞・石川県立美術館・石川テレビ放送
後援／石川県・石川県教育委員会・金沢市

金沢市教育委員会・NHK金沢放送局・エフエム石川
協賛／　 北陸電力
協力／葛飾北斎美術館

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
1,200円

高・大生
800円

小・中生
600円

一　般
1,000円

高・大生
600円

小・中生
400円

個
　
　
　
人

◇
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
、
団
体
料
金

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

①赤壁の曹操図

③冷水売り

②冨嶽三十六景　凱風快晴
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常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

加賀藩の美術工芸
7月27日（金）～8月28日（火）

加
賀
藩
主
前
田
家
は
、
藩
祖
利
家
以
来
、
歴
代
藩
主
が
文
化

事
業
に
深
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
三
代
藩
主
利
常

（
一
五
九
三
〜
一
六
五
八
）
は
傑
出
し
た
文
化
大
名
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
後
水
尾
天
皇
や
小
堀
遠
州
な
ど
と
の
親
交
も

深
く
、
京
文
化
を
受
容
し
、
平
安
王
朝
の
美
の
精
華
と
も
い
う

べ
き
名
だ
た
る
名
筆
や
、
名
物
茶
器
を
収
集
し
ま
し
た
。
一
方

そ
の
目
は
海
外
に
ま
で
及
び
、
長
崎
を
窓
口
に
舶
載
さ
れ
た
貴

重
な
名
物
裂
や
中
国
の
陶
磁
器
、
漆
器
な
ど
を
豊
か
な
経
済
力

を
背
景
に
購
入
し
、
加
え
て
東
イ
ン
ド
会
社
を
通
じ
て
オ
ラ
ン

ダ
の
デ
ル
フ
ト
陶
器
を
注
文
す
る
な
ど
、
そ
の
美
意
識
に
は
幅

広
い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
初
、
武
器
や
武
具
の
制
作
・
修
理
を
行
っ
て
い
た
御
細
工

所
は
、
利
常
の
代
に
前
田
家
の
生
活
調
度
、
い
わ
ゆ
る
大
名
道

具
を
中
心
と
す
る
美
術
工
芸
品
を
制
作
す
る
と
こ
ろ
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
五
代
綱
紀
の
代
に
整
備
・
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。
利
常
は
、
京
都
の
五
十
嵐
道
甫
や
江
戸
の
清
水
九
兵
衛
と

い
っ
た
蒔
絵
の
名
工
、
あ
る
い
は
京
都
の
後
藤
顕
乗
・
程
乗
と

い
っ
た
金
工
の
名
工
た
ち
を
招
き
、
高
禄
を
も
っ
て
召
し
抱
え
、

御
細
工
所
の
指
導
者
と
し
て
後
継
者
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
聖
寺
藩
で
は
古
九
谷
の
窯
が
興
っ
て
い
ま
す
。

綱
紀
の
代
に
は
、
初
代
宮
崎
寒
雉
が
侘
び
た
茶
の
湯
釜
を
造
り
、

初
代
大
樋
長
左
衛
門
も
大
樋
焼
を
始
め
て
お
り
、
友
禅
染
な
ど

も
興
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
は

江
戸
や
京
都
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
向
上
し
、
加
賀
蒔
絵
・
加

賀
象
嵌
・
古
九
谷
・
加
賀
友
禅
な
ど
の
名
は
、
全
国
に
広
ま
り
、

そ
の
技
は
そ
の
後
も
歴
代
藩
主
に
よ
り
保
護
育
成
が
続
け
ら

れ
、
明
治
以
後
も
工
芸
に
対
す
る
諸
施
策
が
石
川
県
に
よ
り
続

け
ら
れ
、
今
日
の
石
川
県
の
工
芸
の
繁
栄
へ
と
、
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
重
文
「
ア
エ
ネ
ア
ス
物
語
図
毛
綴
壁
掛
」
を
は
じ
め
、

名
物
裂
、
加
賀
象
嵌
鐙
、
加
賀
友
禅
掛
幅
、
加
賀
蒔
絵
調
度
品
、

古
九
谷
、
中
国
陶
磁
、
陣
羽
織
、
狩
野
探
幽
の
絵
画
な
ど
二
十
九

点
を
展
示
し
ま
す
。

（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

今
回
は
、
九
谷
陶
磁
史
上
古
九
谷
に
次
い
で
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
吉
田
屋
窯
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

吉
田
屋
窯
は
、
加
賀
大
聖
寺
の
豪
商
豊
田
伝
右
衛
門
成
元
が

開
い
た
窯
で
す
。
豊
田
氏
は
屋
号
を
吉
田
屋
と
い
い
、
酒
造
業

を
広
く
営
む
一
方
、
町
年
寄
役
、
銀
方
役
な
ど
大
聖
寺
藩
の
用

務
を
勤
め
る
代
々
の
家
柄
町
人
で
す
。
伝
右
衛
門
は
そ
の
四
代

目
に
あ
た
り
、
漢
学
、
詩
文
、
和
歌
、
書
を
た
し
な
み
、
江
戸

後
期
の
儒
者
で
画
家
で
も
あ
っ
た
皆
川
淇き

園え
ん

と
交
流
を
持
ち
、

石
翁
と
号
す
る
な
ど
、
豊
田
家
歴
代
中
も
っ
と
も
博
学
多
趣
味

の
人
で
し
た
。

吉
田
屋
窯
開
窯
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
若
杉
窯

で
職
長
を
し
て
い
た
本
多
清
兵
衛
、
養
父
貞
吉
の
意
志
を
継
い

で
古
九
谷
窯
を
再
興
し
よ
う
と
そ
の
門
人
粟
生
屋

あ

お

や

源
右
衛
門

げ

ん

え

も

ん

と
、
し
ば
し
ば
古
九
谷
古
窯
址
を
訪
れ
、
窯
址
や
陶
土
の
調
査

な
ど
を
行
っ
て
い
た
の
を
伝
右
衛
門
が
聞
き
、
両
人
の
希
望
を

取
り
入
れ
て
援
助
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
七
月
に
初
窯
を
焼
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
し

か
し
、
場
所
が
遠
隔
の
山
奥
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
性
の
効

率
が
悪
く
、
実
際
に
操
業
し
た
の
は
翌
八
年
夏
頃
ま
で
の
約
一

箇
年
で
し
た
。
九
年
春
に
は
、
山
代
の
越
中
谷
に
窯
を
移
し
て

再
び
操
業
し
ま
す
が
、
十
年
二
月
に
五
代
を
相
続
し
た
息
子
伝

右
衛
門
（
五
郎
作
）、
六
月
に
本
人
が
逝
去
す
る
な
ど
不
幸
が

続
き
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
、
借
銀
過
重
に
よ
り
経

営
困
難
と
な
っ
て
廃
窯
し
ま
す
。

吉
田
屋
の
特
色
は
、
緑
・
黄
・
紫
・
紺
青
の
四
彩
を
用
い
た

古
九
谷
青
手
様
式
の
塗
埋
ぬ
り
う
め

手で

で
、
基
本
的
に
は
古
九
谷
の
構
図

を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。
画
題
は
蘭
亭
曲
水
、
六
歌
仙
と
い
っ
た

当
時
の
文
人
趣
味
を
反
映
し
た
も
の
が
多
く
、
器
種
も
食
器
類

な
ど
多
種
多
様
な
も
の
を
焼
成
し
、
平
鉢
は
古
九
谷
同
様
、
一

品
製
作
的
で
そ
れ
が
今
日
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
所
以
で
す

が
、
こ
れ
が
ま
た
経
営
を
圧
迫
し
廃
窯
に
追
い
込
ん
だ
遠
因
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

（
末
吉
守
人
　
普
及
課
長
）

常設展示室（第2展示室）
特　集

古九谷・再興九谷名品展
後期 7月27日（金）～8月28日（火）

色
絵
椿
水
仙
文
夜
学
形
香
炉
　
吉
田
屋
窯
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
加
賀
藩
の
美
術
工
芸

◎
ア
エ
ネ
ア
ス
物
語
図
毛
綴
壁
掛
　
ベ
ル
ギ
ー
（
16
世
紀
）

瓢
�
文
銀
象
嵌
鐙

木
坂
重
宗

達
磨
渡
江
図

狩
野
探
幽

黒
塗
布
目
引
出
絵
替
絵
具
�
笥

青
磁
八
葉
蓮
華
鉢

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室
（
古
美
術
）

特
集
　
古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
展

古
九
谷

□
色
絵
鶉
草
花
図
平
鉢

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

再
興
九
谷

色
絵
鹿
図
呉
須
赤
絵
写
鉢
　
春
日
山
窯

色
絵
楼
閣
山
水
人
物
図
貝
形
合
子

粟
生
屋
源
右
衛
門

第
３
・
４
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

油
彩
画

望
郷
を
歌
う

鴨
居
　
玲

貝
殻
図
譜

藤
本
東
一
良

素
描

馬
な
ら
ぶ

南
　
政
善

彫
塑
・
造
形

赤
と
ん
ぼ

坂
　
坦
道

波
乗
り

山
瀬
晋
吾

第
５
展
示
室
（
工
芸
）

陶
芸
・
漆
工

釉
裏
金
彩
鉄
仙
文
大
皿

吉
田
美
統

平
文
南
飛
の
箱

大
場
松
魚

特
集
　
石
川
の
人
形

※
本
ペ
ー
ジ
上
を
ご
覧
下
さ
い
。

第
６
展
示
室
（
日
本
画
）

山
水
図

梶
野
玄
山

送
電
柱

下
村
正
一

一
心
不
乱
図

高
村
右
暁

※
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
各
室
展
示
作
品
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
第
1
展
示
室
は
色
絵
雉
香
炉
二
点
の
み
）。

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

貝
殻
図
譜
　
藤
本
東
一
良

送
電
柱
　
下
村
正
一

常設展示室

主な展示作品
7月27日（金）～8月28日（火）

'＝国宝　◎＝重要文化財
□＝石川県指定文化財

人
形
は
鑑
賞
や
愛
玩
用
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
変
な

じ
み
深
い
も
の
で
す
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
た
め
に
、
様
々
な

技
法
を
駆
使
し
た
美
術
工
芸
と
し
て
の
人
形
へ
の
理
解
は
、
他

部
門
の
工
芸
ほ
ど
に
は
一
般
に
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

今
回
の
特
集
は
、
石
川
県
の
人
形
作
家
の
中
か
ら
、
下
口
宗

美
・
紺
谷
力
・
井
口
十
糸
・
室
田
芳
子
の
四
人
の
作
品
を
、
館

蔵
品
と
寄
託
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
石
川
県
に
ゆ

か
り
が
あ
る
日
展
の
人
形
作
家
・
齋
藤
悦
子
の
ご
遺
族
か
ら
、

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
十
点
の
作
品
を
一
堂
に
公
開
し
、
美
術
工

芸
品
と
し
て
の
多
彩
な
人
形
の
世
界
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
中
か
ら
、
下
口
宗
美
と
齋
藤
悦
子
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

下
口
宗
美
は
石
川
県
の
人
形
作
家
の
中
で
先
駆
的
な
存
在
で

す
。
ま
た
指
導
者
と
し
て
多
く
の
作
家
が
門
下
生
と
な
り
、
巣

立
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
七
年

に
加
賀
市
で
生
ま
れ
、
陶
芸
家
の
初
代
中
村
秋
塘
に
師
事
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
京
都
で
、
素
焼
き
人
形
の
北
村
祥
鳳
に
師
事
し

た
後
、
木
彫
人
形
を
独
学
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
帰
郷
し
、
木

彫
人
形
作
家
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
に

第
一
回
現
代
人
形
美
術
展
で
特
選
を
受
賞
以
後
、
日
展
と
日
本

伝
統
工
芸
展
で
活
躍
し
て
、
日
本
工
芸
会
正
会
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
に
没
し
ま
し
た
が
、
そ
の
影
響
は
現
在

も
生
き
続
け
て
お
り
、
情
感
豊
か
な
そ
の
作
品
は
、
多
く
の
作

家
を
見
守
り
、
育
て
た
作
者
自
身
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

齋
藤
悦
子
は
昭
和
三
年
に
旧
満
州
撫
順
に
生
ま
れ
ま
し
た

が
、
父
親
の
出
身
地
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
後
の
一
時
期
金
沢
に

在
住
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
金
沢
は
思
い
出
深
い
土
地
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
彫
刻
家
の
佐
藤
忠
良
に
造
形
美
術
を
学
び
、

昭
和
三
十
七
年
に
初
入
選
し
て
か
ら
、
平
成
十
一
年
に
没
す
る

ま
で
日
展
で
活
躍
し
、
評
議
員
に
も
な
り
ま
し
た
。
木
と
い
う

素
材
の
持
つ
あ
た
た
か
み
を
感
じ
さ
せ
る
、
す
ら
り
と
し
た
優

美
な
女
性
像
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

本
展
開
催
に
あ
た
っ
て
、
貴
重
な
作
品
を
貸
与
さ
れ
た
ご
所

蔵
各
位
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。（
文
中
敬
称
略
）

（
寺
川
和
子
　
学
芸
員
）

常設展示室（第5展示室）
特　集

石川の人形
7月27日（金）～8月28日（火）浄

苑
　
下
口
宗
美

月
の
光
に
　
齊
藤
悦
子
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父
吉
田
三
郎
は
、
明
治
二
十
二
年
、

金
沢
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
県
立
工
業

学
校
か
ら
東
京
美
術
学
校
に
入
り
ま
す

が
、
県
工
時
代
の
二
人
の
恩
師
（
板い
た

谷や

波は

山ざ
ん

と
青あ
お

木き

外
吉
そ
と
き
ち

）
の
影
響
と
つ
な
が

り
は
、
そ
の
後
の
人
生
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
よ
う
で
す
。
三
郎
が
後
年

作
る
こ
と
と
な
る
二
人
の
恩
師
の
胸
像
は
、
そ
の
慈
愛
あ
ふ
れ

る
人
柄
や
面
影
が
、
巧
み
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
郎
は
在
学
中
か
ら
文
展
入
選
を
果
た
し
、
第
十
二
回
文

展
で
特
選
、
翌
年
の
第
一
回
帝
展
で
引
き
続
き
「
老
坑
夫
」

で
特
選
と
な
り
、
三
十
歳
に
し
て
作
家
の
地
位
を
確
立
し
ま

し
た
。
以
降
、
帝
展
、
日
展
、
並
び
に
白
日
会
展
で
活
躍
し

ま
す
。
ま
た
、
教
育
者
と
し
て
も
多
摩
美
や
教
育
大
で
後
進

の
指
導
に
も
あ
た
り
、
そ
の
下
か
ら
有
望
作
家
が
多
数
輩
出

し
て
い
ま
す
。

東
京
美
術
学
校
卒
業
後
は
、
恩
師
で
あ
る
板
谷
波
山
を
慕
っ

て
田
端
に
居
を
構
え
、
空
襲
で
罹
災
後
も
同
地
に
ア
ト
リ
エ
を

再
建
し
制
作
に
励
み
ま
し
た
。
居
の
あ
っ
た
田
端
は
山
手
線
内

に
あ
り
、
一
キ
ロ
四
方
に
我
が
国
を
代
表
す
る
文
士
（
芥
川
龍

之
介
、
室
生
犀
星
、
萩
原
朔
太
郎
、
菊
池
寛
な
ど
）
や
美
術
家

（
波
山
、
三
郎
の
他
に
、
鋳
金
の
香
取
秀
真
、
日
本
画
の
小
杉

未
醒
や
山
田
敬
中
な
ど
）
が
多
く
集
ま
っ
た
地
域
で
、「
田
端

文
士
村
」
と
称
さ
れ
、
ま
た
「
日
本
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
記
念
館
が
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
時
か
ら
の
関
係
者
は
私
を
含
め
わ
ず
か
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
三
郎
は
こ
こ
で
も
多
く
の
文
士
、
美
術
家
と
交

わ
り
、
人
望
も
厚
く
面
倒
見
も
良
か
っ
た
よ
う
で
、「
三
郎
さ

ん
」
と
愛
称
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
大
勢
の
石
川
県
人

や
彫
刻
の
お
弟
子
さ
ん
も
集
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
伺
っ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
彫
刻
の
関
係
者
と
し
て

は
都
賀
田
勇
馬
さ
ん
の
話
が
と
て
も
面
白
く
、
工
芸
の
関
係
者

で
は
、
松
田
権
六
さ
ん
と
の
想
い
出
が
印
象
深
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
現
在
石
川
県
立
美
術
館
に
三
郎
の
作
品
が
多
く
収
蔵
さ

れ
て
い
る
の
も
、
松
田
さ
ん
が
仲
介
と
な
っ
て
く
れ
た
か
ら
で

す
。
そ
の
他
の
郷
土
出
身
の
美
術
家
の
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

数
多
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
郷
土
出
身
文
人
と
の
つ
な
が
り
で

は
、
室
生
犀
星
さ
ん
と
は
殊
の
ほ
か
付
き
合
い
が
深
か
っ
た
よ

う
で
、
氏
の
作
品
に
も
三
郎
が
登
場
し
て
き
ま
す
。

三
郎
の
作
風
は
巷
間
伝
え
ら
れ
る
通
り
で
、
男
性
像
中
心
で

す
が
、
題
名
は
東
洋
的
志
向
性
も
加
わ
り
、
抽
象
的
な
も
の
が

多
く
、
三
郎
の
心
象
を
表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
中

に
は
「
満
蒙
風
景
」
な
ど
、
ロ
バ
に
乗
っ
た
飄
逸
と
し
た
中
国

服
の
人
物
像
や
、
猿
や
兎
な
ど
の
動
物
彫
刻
に
も
巧
み
で
あ
り
、

さ
ら
に
胸
像
は
、
モ
デ
ル
の
特
徴
を
巧
み
に
と
ら
え
、
本
人
以

上
に
本
人
ら
し
い
出
来
映
え
と
称
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
数
少
な
い
女
性
の
作
品
で
は
、
女
優
の
原
節
子

さ
ん
の
首
が
印
象
深
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
原
さ
ん
の
モ

デ
ル
の
作
品
を
含
め
、
戦
災
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
行
方

不
明
の
作
品
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
も
し
現
存
す
る
な
ら
ば
、

情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
ア
ト
リ
エ
な
ど
に
あ
っ
た
戦
前
の
作
品
は
、
戦

災
で
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
総
じ
て
戦
前
の
作

品
に
は
、
若
い
時
の
気
力
と
感
性
に
よ
っ
て
出
来
た
渾
身
の
作

品
が
多
か
っ
た
と
述
懐
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
宮
沢
元

総
理
の
祖
父
に
当
た
る
小
川
平
吉
鉄
道
大
臣
の
胸
像
に
つ
い
て

は
、
戦
中
供
出
で
、
一
旦
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
思
慕
尽
き
ぬ

村
人
ら
が
こ
っ
そ
り
と
持
ち
帰
り
、
秘
か
に
温
存
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
胸
像
は
今
も
長
野
の
旧
邸
に
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
共
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

三
郎
が
東
京
に
出
て
か
ら
も
郷
土
と
の
つ
な
が
り
は
深
く
見

え
ま
す
。
三
郎
の
作
品
で
一
番
大
き
か
っ
た
「
前
田
慶
寧
公
像
」

な
ど
は
、
供
出
に
よ
っ
て
今
日
で
は
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

が
、
戦
後
の
作
品
が
今
で
も
金
沢
市
内
の
各
地
で
見
る
こ
と
が

出
来
る
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
地
に
あ

る
作
品
の
中
で
は
、「
杜
若
像
」
が
印
象
深
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
金
沢
駅
前
に
建
立
さ
れ
た
「
杜
若
像
」
の
纓
が
、
石
川
県

の
主
流
で
あ
る
加
賀
宝
生
流
の
も
の
と
異
な
る
事
に
よ
っ
て
起
こ

っ
た
問
題
な
ど
は
、
今
で
は
よ
き
思
い
出
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
人
と
し
て
の
三
郎
は
子
煩
悩
で
、
私
も
よ
く
動
物
園
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
実
は
、
作
品
と
な
る

猿
、
羊
、
馬
な
ど
の
写
生
を
兼
ね
て
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

我
が
家
の
庭
に
は
七
面
鳥
、
猿
、
犬
が
飼
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
今
で
も
ブ
ロ
ン
ズ
像

で
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
三
郎
は
ま
た
と
て
も
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
人
物
で
も
あ
り
、
相
撲
好
き
で
あ
っ
た
と
も
聞
い
て
お
り

ま
す
。

本
展
で
は
、
十
数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
作
品
も
あ
っ
て
懐
か

し
い
感
慨
に
浸
る
と
共
に
、
三
郎
作
品
以
外
で
、
私
も
初
め
て

お
目
に
か
か
る
作
品
も
あ
り
、
今
回
の
重
文
指
定
の
審
議
で
、

原
型
が
重
文
に
答
申
さ
れ
た
、
朝
倉
文
夫
作
「
墓
守
」
も
出
展

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
般
に
見
ら
れ
な
い
美
校
卒
業
制
作
な
ど
、

総
じ
て
迫
力
の
あ
る
優
れ
た
作
品
が
一
堂
に
並
び
、
ま
こ
と
に

見
事
で
す
。
ま
た
珍
し
い
も
の
と
し
て
、
板
谷
波
山
作
の
鳩
杖
、

観
音
像
や
、
朝
倉
文
夫
、
北
村
西
望
、
伊
東
深
水
の
書
な
ど
も

出
て
お
り
ま
す
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
ご
覧
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
本
稿
は
、
今
春
開
催
さ
れ
た
「
彫
刻
家
吉
田
三
郎
展
」
に
ち

な
み
、
四
月
二
十
八
日
に
当
館
で
行
わ
れ
た
吉
田
渉
氏
に
よ
る

講
演
会
「
父
吉
田
三
郎
を
語
る
」
の
内
容
を
、
当
館
の
責
任
で

要
約
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
展
示
作
品
と
、
今
で
は
見
る
こ

と
の
出
来
な
い
作
品
の
ス
ラ
イ
ド
写
真
解
説
を
は
じ
め
、
彫
刻

家
、
田
端
文
士
村
の
住
民
、
さ
ら
に
は
教
育
者
や
父
親
と
し
て

の
顔
を
も
交
え
て
の
お
話
し
で
し
た
。）

父
吉
田
三
郎
を
語
る

講
演
会
記
録

父
吉
田
三
郎
を
語
る

講
師

吉
田
　
渉
わ
た
る

氏
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各
地
の
展
覧
会

八
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

菅
原
道
真
没
後1

1
0
0

年
　
天
神
様
の
美
術
7
／
10
〜
8
／
26

東
京
国
立
博
物
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
三
八
二
二
―
一
一
一
一
）

「
油
画
を
読
む
　
ー
明
治
期
名
品
の
研
究
と
修
復
」展

8
／
7
〜
9
／
24

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
五
六
八
五
―
七
七
五
五
）

近
衛
家
　
　
ー
風
雅
の
探
究
ー
　
後
期

8
／
11
〜
9
／
9

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
（
東
京
都
千
代
田
区
・
〇
三
―
三
二
一
三
―
一
一
一
一
）

ロ
ダ
ン
と
日
本
展

8
／
19
ま
で

愛
知
県
美
術
館
（
名
古
屋
市
東
区
・
〇
五
二
―
九
七
一
―
五
五
一
一
）

ロ
ー
リ
ー
・
ト
ビ
ー
・
エ
デ
ィ
ソ
ン
　
ー
か
ら
だ
へ
の
瞑
想
ー

8
／
2
〜
9
／
2

国
立
国
際
美
術
館
（
吹
田
市
・
〇
六
―
六
八
七
六
―
二
四
八
一
）

仏
舎
利
と
宝
珠
　
ー
釈
迦
を
慕
う
心
ー

7
／
14
〜
9
／
2

奈
良
国
立
博
物
館
（
奈
良
市
・
〇
七
四
二
―
二
二
―
七
七
七
一
）

川
西
英
の
新
・
旧
「
神
戸
百
景
」

7
／
20
〜
9
／
2

〜
川
西
祐
三
郎
作
品
と
と
も
に
た
ど
る
20
世
紀
の
神
戸
の
姿
〜

神
戸
市
立
博
物
館
（
神
戸
市
中
央
区
・
〇
七
八
―
三
九
一
―
〇
〇
三
五
）

第
11
回
北
國
水
墨
画
展

八
月
二
十
四
日（
金
）〜
二
十
八
日（
火
）

（
第
７
・
８
・
９
展
示
室
）

石
川
県
内
の
水
墨
画
愛
好
団
体
を
網
羅
し
た
統
一
展
で
す
。

近
年
、
愛
好
者
の
増
加
と
作
品
の
向
上
が
著
し
い
県
水
墨
画
界

の
結
束
を
図
る
と
と
も
に
、
愛
好
者
拡
大
を
目
指
す
ね
ら
い
の

展
覧
会
で
、
作
品
は
広
く
愛
好
者
か
ら
公
募
し
て
審
査
し
、
入

選
、
入
賞
作
に
加
え
て
委
嘱
作
品
も
併
せ
て
展
示
し
、
水
墨
画

の
魅
力
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

入
場
料

一
般
・
大
・
高
生
　
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）

中
学
生
以
下
無
料

（

）
内
は
団
体
料
金

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
五
―
一
北
國
新
聞
社
事
業
局

1
〇
七
六
―
二
六
〇
―
三
五
八
一

企
画
展
示
室

貸
出
中
の
所
蔵
品

裸
婦
像

宮
本
三
郎
筆

阿
修
羅

宮
本
三
郎
筆

計
二
点

展
覧
会

和
と
洋
　
―
ふ
た
つ
の
文
化
の
間
で
―

会
　
期

七
月
十
七
日（
火
）〜
九
月
十
六
日（
日
）

会
　
場

小
松
市
立
宮
本
三
郎
美
術
館

重
要
美
術
品
・
石
川
県
指
定
文
化
財

紙
本
著
色
祇
園
会
図

伝
長
谷
川
久
蔵
筆

計
一
点

展
覧
会

長
谷
川
等
伯
シ
リ
ー
ズ
　
長
谷
川
派
の
絵
師
た
ち

会
　
期

八
月
二
十
五
日（
土
）〜
九
月
二
十
四
日（
月
）

会
　
場

石
川
県
七
尾
美
術
館

旧
石
川
県
美
術
館
が
昭
和
三
十
四
年
に
開
館
し
て
か
ら
、
一

番
の
悩
み
の
種
は
何
と
い
っ
て
も
収
蔵
品
の
不
足
で
あ
っ
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
(7)
「
展
示
室
の
運
用
」（
第
二
〇
八
号
）
で

述
べ
た
よ
う
に
、
県
か
ら
引
き
継
い
だ
作
品
で
展
示
可
能
な
も

の
は
二
百
点
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
コ

レ
ク
タ
ー
や
作
家
か
ら
作
品
を
借
用
し
て
、
常
に
展
覧
会
を
開

催
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
運

営
に
も
何
か
限
界
が
あ
り
、
ま
た
財
政
的
に
も
厳
し
い
時
代
で

あ
っ
た
の
で
、
作
品
を
借
用
す
る
よ
り
、
寄
託
を
進
め
る
べ
き

だ
と
い
う
意
見
が
、
運
営
委
員
よ
り
出
さ
れ
た
。
と
は
い
え
自

分
の
家
の
財
産
と
も
い
う
べ
き
美
術
品
を
、
長
期
間
美
術
館
へ

寄
託
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
初
め
て
で
も
あ
り
、
言
う
は

易
し
で
実
現
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
に
、

現
在
の
当
館
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
、
国
宝
の
雉
香
炉
を
寄
附

さ
れ
た
故
山
川
庄
太
郎
さ
ん
が
収
集
さ
れ
た
茶
道
美
術
の
一
括

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
寄
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
七

年
の
こ
と
で
あ
る
。
山
川
庄
太
郎
さ
ん
は
、
亡
く
な
ら
れ
る
直

前
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
散
逸
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
財
団
法
人

を
組
織
し
て
管
理
を
委
託
し
、
そ
れ
を
美
術
館
へ
寄
託
す
る
こ

と
を
望
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
財
団
役
員
の
方
々
が
実
現

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
山
川
さ
ん
は
そ
の
実
現
を
見
な
い
ま
ま
、

昭
和
三
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
に
他
界
さ
れ
た
。
そ
の
後
こ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
在
の
美
術
館
開
館
に
と
も
な
い
一
括

寄
附
さ
れ
て
、
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
一
つ
の
柱
と

な
っ
て
い
る
。

改
め
て
山
川
庄
太
郎
さ
ん
と
旧
財
団
関
係
者
に
深
く
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

美
術
館
小
史
・
余
話
13

山
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
茶
道
美
術
品
収
蔵
を
め
ぐ
っ
て

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
品
図
録

税
込
定
価（
円
）三
、
五
〇
〇

―
没
後
10
年
―
　
高
光
一
也
展

二
、
〇
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―
　
茶
道
美
術
名
品
図
録

二
、
五
〇
〇

加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
の
菩
提
寺
　
瑞
龍
寺
展

二
、
三
〇
〇

15
〜
20
世
紀
の
ロ
シ
ア
美
術
　
イ
コ
ン
と
絵
画

二
、
〇
〇
〇

日
本
の
わ
ざ
と
美
展
　
―
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
―

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
為
と
尊
經
閣
文
庫

二
、
〇
〇
〇

工
芸
作
品
と
図
案
　
―
創
造
へ
の
思
考
―

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
家
没
後
4
0
0
年

利
家
が
生
き
た

桃
山
時
代
の
美
術

二
、
五
〇
〇

没
後
25
年
　
写
実
と
幻
想
の
巨
匠

宮
本
三
郎

二
、
三
〇
〇

初
公
開

欧
州
随
一
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ラ
ン
ゲ
ン
夫
妻
の
眼

二
、
〇
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―

九
谷
名
品
図
録（
改
訂
版
）

二
、
〇
〇
〇

没
後
15
年
　
一
期
は
夢
よ

鴨
居
玲
展

二
、
〇
〇
〇

彫
刻
家
　
吉
田
三
郎

二
、
〇
〇
〇

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中

郵
送
ご
希
望
の
方
は
当
館
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

（
美
術
館
の
本
）

最
新
刊

！！
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し
ま
し
た
。

ガ
レ
に
倣
っ
て
ガ
ラ
ス
芸
術
を
目
指
し
、
新
し
い
技
法
を
開

発
し
、
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
博
で
注
目
さ
れ
て
、
一
九
〇

〇
年
の
パ
リ
万
博
で
大
き
な
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
基
本
は
あ

く
ま
で
伝
統
的
な
か
た
ち
の
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
で
あ
り
、
そ
こ

に
本
物
そ
っ
く
り
の
立
体
的
な
植
物
や
昆
虫
を
熔
着
さ
せ
る
と

い
う
、
わ
か
り
や
す
い
作
風
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
ら
は
ガ
レ
の
作
品
と
比
べ
る
と
、
や
や
硬
さ
が
感
じ
ら

れ
る
の
で
す
が
、
も
と
も
と
日
用
品
を
製
作
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
い
わ
ゆ
る
芸
術
的
作
品
を
作
り
始
め
た
の
が
、
ド
ー
ム
の

工
房
で
あ
り
、
ま
た
協
力
者
と
の
共
同
製
作
に
よ
っ
て
様
々
な

作
品
を
生
み
出
す
と
い
う
体
制
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
画
家
ア

ン
リ
・
ベ
ル
ジ
ェ
や
木
工
家
ル
イ
・
マ
ジ
ョ
レ
ル
、
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
作
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
グ
リ
ュ
ー
ベ
ル
な
ど
が
参
加
し
、
本

展
出
品
作
の
よ
う
な
優
れ
た
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
旗
手
と
し
て
、
様
式
に
こ
だ
わ
り

続
け
た
ガ
レ
の
工
房
は
、
運
動
の
終
焉
と
と
も
に
衰
退
し
、
一

九
三
一
年
に
操
業
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
対
し
て
柔
軟
な
体

制
で
時
代
の
波
を
く
ぐ
り
抜
け
た
ド
ー
ム
・
ク
リ
ス
タ
ル
社
は

現
在
も
製
作
を
続
け
て
い
ま
す
。
同
じ
運
動
に
端
を
発
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
運
命
を
た
ど
っ
た
二
つ
の
工
房
に
思
い

保
存
の
は
な
し

（
宮
　
衛
　
学
芸
第
二
課
長
）

や
き
も
の
探
訪
　
吉
田
屋
窯

（
末
吉
守
人
　
普
及
課
長
）

日
本
の
こ
こ
ろ
　
浮
世
絵
（
30
分
）

浮
世
絵
版
画
　
大
蔵
半
兵
衛
・
村
田
勝
麿
（
25
分
）

人
形
鑑
賞
の
手
び
き

（
寺
川
和
子
　
学
芸
員
）

バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ
（
約
45
分
）

フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク
　
人
と
芸
術

（
織
田
春
樹
　
学
芸
主
任
）

墨
龍
﹇
加
山
又
造
﹈（
27
分
）

衣
装
人
形
　
堀
柳
女
（
25
分
）

8
／
4(

土)

8
／
11(

土)

8
／
12(

日)

8
／
18(

土)

8
／
19(

日)

8
／
25(

土)

8
／
26(

日)

行
　
　
事

月
　
　
日

八
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

講
義
室

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

土

曜

講

座

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

※
全
館
休
館
日
は
八
月
二
十
九
日（
水
）〜
三
十
一
日（
金
）で
す
。 内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

次
回
の
展
覧
会

企

画

展
　
花
と
装
飾
　
ナ
ン
シ
ー
派
展

（
第
７
・
８
・
９
展
示
室
）

特
別
陳
列
　
作
庭
記
の
世
界

（
第
２
展
示
室
）

特
　
　
集
　
前
田
家
名
物
裂
の
精
華

（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

特
　
　
集
　
館
蔵
優
品
展

（
第
３
〜
６
展
示
室
）

九
月
一
日（
土
）〜
二
十
四
日（
月
・
振
休
）

※
以
上
の
展
覧
会
は
す
べ
て
第
18
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ

フ
ェ
ア
協
賛
で
す
。

十
九
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
運
動
。
こ
の
中
で
生
ま
れ
た
作
品
の
大
き
な
特
徴
は
、
自

然
を
究
極
の
原
点
と
し
た
、
曲
線
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
工
芸
品

で
あ
る
こ
と
で
す
。
規
律
正
し
い
直
線
や
直
角
を
排
除
し
た
、

自
然
で
自
由
な
曲
線
か
ら
な
る
作
品
に
は
、
植
物
や
昆
虫
な
ど

を
大
胆
な
構
図
で
描
か
れ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
前
々

号
で
紹
介
し
た
ガ
レ
は
、
ガ
ラ
ス
に
様
々
な
技
法
を
駆
使
し
た

作
品
で
注
目
さ
れ
、
ナ
ン
シ
ー
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
同
じ
ナ
ン
シ
ー
で
、
ガ
レ
の
成
功
に
触
発
さ
れ
、
ガ

ラ
ス
工
芸
に
手
を
染
め
た
の
が
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ド
ー
ム

（
一
八
五
三
〜
一
九
〇
九
）
と
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ド
ー
ム
（
一
八

六
四
〜
一
九
三
〇
）
の
兄
弟
で
す
。

ド
ー
ム
兄
弟
は
、

前
々
回
に
ご
紹
介
し
た

エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
と
並

ん
で
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
や
ナ
ン
シ
ー
派

を
語
る
上
で
欠
か
せ
な

い
人
物
で
す
。
ガ
ラ
ス

工
芸
が
伝
統
的
な
産
業

で
あ
っ
た
ナ
ン
シ
ー
で
、

事
業
が
振
る
わ
な
か
っ

た
も
の
の
彼
ら
の
父
も

工
房
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
長
男
オ
ー

ギ
ュ
ス
ト
が
引
き
継
ぎ
、

続
い
て
三
男
ア
ン
ト
ナ

ン
も
製
造
部
門
に
参
加
、

ド
ー
ム
社
が
ス
タ
ー
ト

秋のマロニエ文花器　ドーム　ナンシー市立美術館蔵（右）
マロニエ葉図　ベルジェ　ナンシー市立美術館蔵（左）

ド
ー
ム
兄
弟

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

を
馳
せ
な
が
ら
、
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
飾
っ
た
様
式
の
展

覧
会
を
ご
覧
に
な
る
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
寺
川
和
子
　
学
芸
員
）

第
18
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ
ア
協
賛
「
花
と
装
飾

ナ
ン
シ
ー
派
展
」
九
月
一
日（
土
）〜
二
十
四
日（
月
・
振
休
）
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石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
一
四
号
　
平
成
十
三
年
八
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

八
月
二
十
九
日（
水
）〜
三
十
一
日（
金
）

宙
に
浮
か
ぶ
と
い
う
通
常
あ
り
得
な
い
情
景
を
、
マ
ジ
ッ
ク
の
名

を
借
り
て
当
然
の
ご
と
く
に
描
き
え
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
テ
ー
マ

の
妙
味
が
あ
り
ま
す
。

吉
田
冨
士
夫
氏
は
昭
和
四
年
金
沢
市
生
ま
れ
。
二
十
一
年
石
川

県
立
工
業
学
校
図
案
科
卒
業
。
二
十
四
年
に
第
三
回
二
紀
展
初
入

選
、
宮
本
三
郎
に
師
事
し
、
以
後
二
紀
会
に
出
品
を
続
け
ま
し
た
。

二
十
九
年
か
ら
四
年
間
、
陶
芸
技
術
が
評
価
さ
れ
て
ス
ペ
イ
ン
に

招
か
れ
て
指
導
。
五
十
一
年
二
紀
展
宮
本
三
郎
賞
。
五
十
五
年
本

作
で
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
。
二
紀
会
の
重
鎮
と
し
て
長
く
後
進
の

指
導
に
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
二
木
伸
一
郎
　
学
芸
主
査
）

催眠術'80A
吉田冨士夫
昭和4年（1929）～平成13年（2001）

昭和55年（1981）

第34回二紀展　文部大臣賞

縦162.5 横129.5（cm）

－石川県立美術館所蔵－
茶道美術名品図録
（定価2,500円）

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

作
者
は
旅
芸
人
の
道
化
師
や
手
品
師
、
サ
ー
カ
ス
を
テ
ー
マ
に

幻
想
的
な
画
面
を
描
き
続
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
幼
い
頃
に
観
た
粟

ヶ
崎
遊
園
で
の
少
女
を
宙
に
浮
か
べ
る
手
品
の
想
い
出
や
、
後
年

芸
術
磁
器
画
家
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
滞
在
中
に
、
繰
り
返
し
通
っ
た

サ
ー
カ
ス
の
喧
噪
と
孤
独
感
が
根
底
に
あ
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
目
の
詰
ん
だ
キ
ャ
ン
バ
ス
に
透
明
な
油
絵
具
を
何

層
も
か
け
、
陶
磁
器
を
連
想
さ
せ
る
な
め
ら
か
絵
肌
を
持
ち
ま
す
。

淡
い
色
調
の
中
に
、
催
眠
術
を
か
け
ら
れ
た
二
人
が
ス
ー
ッ
と
浮

か
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
み
て
ホ
ォ
ー
と
歓
声
を
あ
げ
る
二
人

は
そ
の
助
手
な
の
で
し
ょ
う
か
、
あ
る
い
は
次
に
催
眠
術
を
か
け

ら
れ
て
宙
に
浮
か
ぶ
の
を
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
間
が

焼
け
つ
く
よ
う
な
盛
暑
。
表
紙
だ
け
で
も
少
し
は
涼

し
げ
に
…
。

さ
て
今
月
号
の
「
美
術
館
小
史
・
余
話
」
で
は
、
山

川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
当
館
に
寄
附
さ
れ
た
時
の
ウ
ラ
話

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
寄
附
さ
れ
た
茶
道
具
関
係

は
百
三
十
一
点
！
。
お
か
げ
さ
ま
で
当
館
所
蔵
の
茶
道

美
術
部
門
は
質
、
量
と
も
に
、
と
て
も
充
実
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
他
県
美
術
館
の
展
覧

会
へ
ま
と
め
て
貸
し
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
最
近
で

も
平
成
十
一
年
三
月
の
茶
道
資
料
館
（
京
都
）、
今
年

三
月
の
福
井
県
立
美
術
館
で
、
そ
れ
ぞ
れ
当
館
所
蔵
品

を
中
心
と
し
た
茶
道
関
係
特
別
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

さ
、
そ
こ
で
、
「
県
美
に
あ
る
茶
道
美
術
の
名
品
の
全

貌
を
知
り
た
い
！
」
と
い
う
熱
い
ご
要
望
に
お
応
え
し

た
の
が
『
―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―
茶
道
美
術
名
品

図
録
』（
定
価
二
、
五
〇
〇
円
）
で
す
。
山
川
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
収
集
さ
れ
た
茶
道
美

術
の
名
品
百
五
十
九
点
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
。
し
か

も
す
べ
て
解
説
付
き
と
い
う
の
が
茶
道
フ
ァ
ン
に
は
あ

り
が
た
い
。
こ
の
解
説
部
分
だ
け
で
も
四
十
ペ
ー
ジ
近

く
あ
る
ん
で
す
。
当
シ
ョ
ッ
プ
で
は
売
れ
行
き
常
に
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
、
定
評
あ
る
一
冊
で
す
。
郵
送
希

望
の
方
は
総
務
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
ね
。


